
都市部人材デュアルワーク支援事業『だんだん複業団』

副業人材活躍支援に関する事例紹介：愛媛県松山市

【令和7年8月7日開催】

「副業人材・シニア・外国人の活躍促進に向けたセミナー

～先行事例から学ぶ、多様な人材が拓く地域の未来～」
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松山市について

・愛媛県のほぼ中央に位置する県庁所在地

・人口は四国最大の約50万人

・瀬戸内海に面し、温暖な気候と豊かな自然に恵まれている

・日本最古の名湯とされる道後温泉や松山城などの観光名所

があり、正岡子規や夏目漱石ゆかりの地でもあり、歴史・

文化の魅力が豊富にある
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産業経済部 企業立地・産業創出課

濱﨑 栄昭

担当課の紹介

・企業立地・産業創出課は「人が・街が・企業が元気な、活気あ

る都市」を目指し、本市経済の活性化と雇用創出を目的に様々

な事業を行う。

・令和2年度より、人手・人材不足に悩む松山市内企業と複業等

を通じて自らのスキル・経験を生かしたい都市部人材のマッチ

ングを支援する都市部人材デュアルワーク支援事業「だんだん

複業団」を実施。
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事業実施までの背景

人口減少・人手不足 市長公約・総合計画

国では「副業・兼業の解禁」「テレワークや柔

軟な働き方の推進」「関係人口の創出」など、

地方への人の流れをつくる動きが加速。

市では市長公約や総合計画などの中で「デュ

アルワーク」の推進による都市部からの人の

呼び込みや人手の確保を掲げる。

外部人材を活用した地域経済の成長と関係人口の創出を

目的とした「都市部人材デュアルワーク支援事業」を開始
＊本事業は、地方創生交付金やデジタル田園都市交付金を活用して実施（1/2国費、1/2市の一般財源）
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だんだん複業団のコンセプト

だんだん複業団の「だんだん」には、

「徐々に・じわじわと」の意味と松山市の

方言で「ありがとう」の意味があります。

松山市内企業と複業人材が「だんだん」と

お互いに分かり合い、関わった人たちが笑

顔で「ありがとう」と想い合うプロジェク

トに育てたいという意味を込めました。

★本業とは別に副収入を得る「副業」ではなく、どれも本業と捉える「複業」を採用。
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地域企業 複業人材

・自分のスキルや経験を生かしたい

・自分の成長やスキルアップにつなげたい

・自分の新しい可能性を見つけたい

・本業では得られない体験や人と出会いたい

・自分の働き方を多様にしていきたい など

自社にはないスキルや経験、視点、アイデア

を持つ外部人材と一緒に

・経営課題や事業課題を解決したい

・新商品やサービスの企画や開発をしたい

・新規事業の企画や開発をしたい など

地域企業は複業人材に自社のビジョンや

応募の動機、求める人物像などを伝える

複業人材は地域企業のビジョンや想いに

共感し、課題に対する解決案を提案する

コーディネーター

地域企業と複業人材の想いに寄り

添い、複業マッチングをサポート

コミュニティマネージャー

複業人材同士がつながる場を生

み出し、共創活動をサポート

コミュニティ内で複業人材は

「団員」と呼び合う関係となる

つながった団員同士がチームを

結成し、企業の課題解決を行う

＋①企業課題の解決 ②関係人口の創出

だんだん複業団の全体像
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共創複業

②コミュニティプログラム①複業マッチングプログラム

③Anytimeマッチングプログラム ④共創プロジェクトプログラム

通年

期間限定

単なるスキルでのマッチングではなく、複業人材が実際

に松山を訪れて企業と交流・対話するフィールドワーク

や私はこんなことができます！というラブレターとなる

提案シートによる、共感ベースのマッチングを創出。

事業において実施した4つのプログラム

オンライン交流会やSlackを活用したコミュニケーショ

ンなどで複業人材同士の横のつながりをつくり、主体的

な共創活動や情報発信ができる場を創出。

＊コミュニティ内で複業人材は「団員」と呼ぶ合う。

具体的な案件の相談だけでなく、複業人材からアイデア

募集したい！1時間壁打ちして欲しい！といったライト

な相談にも対応し、いつでも自社の課題を人材に相談

できる仕組みの構築と迅速なマッチングを創出。

市内企業と複数の複業人材がチームを結成し、約3ヶ月

間のワーク（プロボノ活動）によって、新事業や新商品

の開発を目指すプロジェクト型マッチングを創出。

＊プログラム後も複業等で継続的な関わりを目指す。
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①企業向け説
明会～エン
トリー

①人材向け説
明会～エン
トリー

②プロフィール
シート提出

松山市内企業①（過去参加）

①案内～エン
トリー

②個別ヒアリン
グ（案件化）

松山市内企業②（新規参加）

複業人材（過去参加＋新規参加）

Anytimeマッチングプログラム（参加対象：松山市内企業①＋複業人材 ※松山市在住者除く）

複業マッチングプログラム（参加対象：松山市内企業①②＋複業人材 ※松山市在住者除く）

共創プロジェクトプログラム（参加対象：松山市内企業①②＋複業人材）

コミュニティプログラム（参加対象：複業人材）

③チェックイン講座 ③フィールドワーク ⑤チェックアウト講座 ⑥提案シート提出
⑦マッチング面談
＆フォローアップ

③チェックイン ④フィールドワーク ⑤オンラインワーク ⑥成果発表 ⑦チェックアウト

③オンライン交流会
④オンラインコミュニケー
ション（slack）

⑤分科会活動 ⑥共創活動

③案件提示
（企業→人材）

④人材エントリー ⑤交流（オンライン） ⑥提案（人材→企業）
⑦マッチング面談
＆フォローアップ

②個別ヒアリン
グ（案件化）

松山市内企業・複業人材ともに説明会への参加等からエントリーを経て、4つの

プログラムに参加できるスキームを構築（プログラムごとに参加条件あり）。

4つのプログラムの流れ
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市内企業向けはセミナー形式、複業人材向けはミートアップ形式で事業・プロ

グラムの説明や参加者同士での交流を行った上で、事業への参加を促進。

企業向け説明会・人材向け説明会
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株式会社パソナJOB HUB プロジェクトメンバー

・複業実践者としての経験を生かし、令和3年度～6年度の4年間に渡

り、だんだん複業団の事務局・複業人材コーディネーターを務める。

・4年間の事業において、40社以上の松山市内企業と200名以上の複業

人材の伴走支援を行い、約100件のマッチングを創出。

・複業によるマッチングに留まらず、複業人材同士のつながりをつくる

コミュニティや複業人材がチームを組み、新商品・新事業創出を行う

共創プロジェクト等のプログラムを設計・企画。

萬里小路 忠昭
までのこうじ

中間支援事業者の紹介
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中間支援事業者としての役割①

＜市内企業の紹介シート＞ ＜複業人材のプロフィールシート＞

市内企業のビジョン・課題と複業人材のスキル・経験を整理する
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中間支援事業者としての役割②

市内企業と複業人材がお互いのことを知る・つながる場をつくる

＜市内企業の店舗・オフィスを訪問・視察＞ ＜市内企業と複業人材による交流・対話＞
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中間支援事業者としての役割③

市内企業と複業人材の翻訳者となり、共感マッチングを生み出す

＜市内企業に複業人材が提出する提案シート＞ ＜市内企業と複業人材のマッチング面談＞
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中間支援事業者としての役割④

＜アワードの応募＆特別賞の受賞＞

マッチング時の熱量のまま取組開始から成果創出をサポートする

＜キックオフ同席＆進捗ヒアリング＞
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中間支援事業者としての役割（おまけ①）

松山の魅力にも触れ、また訪れたい・住みたいと思える工夫を

＜フィールドワーク内でまちを散策＞ ＜まちづくり団体と一緒にまち歩き＞
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中間支援事業者としての役割（おまけ②）

複業人材同士のつながりとして団員コミュニティづくりを推進

＜オンライン交流会＞

＜団員一覧（HPに掲載）＞

＜団員コラム＞ ＜分科会活動：ZINEづくり＞



4年度令和2年度 5年度

複業マッチングプログラム

コミュニティプログラム

共創プロジェクトプログラム

企業と人材の1対1の

マッチングを創出

多様なスキル・経験を持つ人材同士の団員コミュニ

ティをつくり、主体的な活動や発信を促進

企業が人材にいつでも相談し、迅速なマッチングが可能な仕組みに Anytimeマッチングプログラム

3年度 6年度

4つのプログラムの変遷

企業と複数の人材（1対n）でプロジェクトチームを結成し、一人ひ

とりの得意・強みを掛け合わせて、新事業・新商品開発等を促進

17
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5年間の事業成果（定量面）

項目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 計

参加企業数 13 10 10 12 12 57

エントリー人材数 80 86 103 119 115 503

松山現地への訪問人材数 17 19 20 30 23 109

提案・応募人材数 30 39 32 55 78 234

提案・応募件数 99 94 76 93 108 470

マッチング企業数 11 7 9 11 11 49

マッチング人材数 14 15 15 24 28 96

マッチング件数 22 18 20 30 31 121

＊企業数および人材数は延べの数（同じ企業・人材が重複してもそれぞれカウントした数値）となります。
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5年間の事業成果（定性面）

市内企業が抱える課題の

ボトルネックが明確に

プログラムに参加した

複業人材が松山へ移住

松山市や市内企業の

認知度向上につながる

複業人材の経験・知見が

市内企業の人材育成に

→事業内および複業内での広報PRによっ

てテレビ・新聞等での露出が増える

→複業人材やコーディネーターの客観的

な視点・アイデアによって整理される

→複業が企業の人手不足解消だけでなく

社内人材のスキルアップにも波及する

→複業が多様な働き方の促進だけでなく

地域への愛着や暮らし方にも影響する
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まとめ：これまでとこれから

これまで（令和2年度〜6年度）

①市内企業が抱える課題解決 ②市への関係人口の創出の2

点を目的に事業を実施し、共感をベースにした複業マッチ

ングの創出や自立した人材コミュニティの構築、チームで

行う共創プロジェクトの創出などが実現した。

これから（令和7年度〜）

「外部人材等活用イノベーション促進業務」として、市内企

業と市外の人材・企業、特にスタートアップ企業とのマッチ

ングを支援することで、新しいアイデアや高度な技術による

新事業の創出につなげ、地域経済の活性化を実現する。
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